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中
国
に
は
昔
か
ら｢

安
居
楽
業｣

と
い
う
言
葉

が
あ
る
。
安
隠
で
快
適
な
家
に
住
む
こ
と
で
、
初

め
て
安
心
し
て
仕
事
に
も
打
ち
込
め
る
と
い
う
意

味
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
の
影
響
か
、
中
国
の
大
都

市
で
も
著
し
い
経
済
発
展
に
よ
る
建
設
ブ
ー
ム
で
、

工
事
現
場
が
あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
る
。
最
近
で
は
、

購
入
し
た
ば
か
り
の
新
居
に
引
っ
越
す
友
人
も
身

近
に
増
え
た
。
住
宅
建
設
の
発
展
と
同
様
、
中
国

の
大
都
市
で
は
多
く
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
も
新
た
に

建
設
さ
れ
、
一
部
古
い
ビ
ル
も
補
修
工
事
や
リ
フ

ォ
ー
ム
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
中
国
の
私
の
研
究

所
ビ
ル
も
数
年
前
に
補
修
工
事
が
行
な
わ
れ
た
ば

か
り
で
あ
る
。
今
ま
さ
に
中
国
で
は
住
宅
情
報
も

多
く
溢
れ
て
い
る
た
め
、
今
回
の
来
日
以
来
、
日

本
の
建
築
物
、
特
に
建
物
内
の
細
部
に
ま
で
、
私

は
気
に
か
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

日
本
の
建
物
の
内
装
、
施
設
で
印
象
深
か
っ
た

の
は
、
建
物
の
機
能
性
と
応
用
性
を
重
視
す
る
点

で
あ
る
。
特
に
技
術
的
要
素
は
他
に
比
を
見
な
い
。

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
で
も
、
研
究
棟
内
部
が
大
き

な
柱
と
な
っ
て
建
物
全
体
を
支
え
、
装
飾
も
し
っ

く
い
も
全
く
な
い
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
む
き
出
し
の

様
相
で
あ
る
。
階
段
も
鋼
材
を
は
り
に
し
て
い
る
。

さ
ら
に
ビ
ル
全
体
に
中
央
制
御
の
シ
ス
テ
ム
が
配

備
さ
れ
、
空
調
、
室
温
管
理
か
ら
窓
の
開
閉
に
至

る
ま
で
全
て
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
管
理
さ
れ
て
い
る
。

就
業
時
間
外
で
も
、
電
子
カ
ー
ド
を
使
っ
て
建
物

内
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
。
共
有
ス
ペ
ー
ス
、
手

洗
い
の
照
明
等
は
赤
外
線
制
御
で
、
人
が
入
る
と

自
動
的
に
明
る
く
な
り
、
人
が
い
な
く
な
る
と
自

動
的
に
暗
く
な
っ
て
消
え
る
の
だ
。

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
の
み
な
ら
ず
、
東
京
大
学

も
数
年
前
に
経
済
学
部
の
ビ
ル
が
こ
の
よ
う
に
新

し
く
建
て
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
日
本

で
は
建
築
の
設
計
段
階
か
ら
、
資
源
を
節
約
し
、

環
境
に
や
さ
し
い
技
術
を
最
大
限
に
駆
使
し
、
か

つ
環
境
保
護
も
重
要
視
し
て
い
る
と
い
え
る
。
建

物
の
機
能
性
が
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
、
そ
の
建
物

の
使
用
者
を
も
考
え
た
設
計
で
あ
る
の
だ
。

こ
こ
数
年
、
中
国
は
発
展
途
上
国
と
し
て
、
職

場
の
み
な
ら
ず
、
居
住
環
境
に
も
大
変
化
が
み
ら

れ
る
。
私
が
在
籍
し
て
い
る
中
国
社
会
科
学
院
に
、

新
し
い
図
書
館
が
建
て
ら
れ
た
。
外
観
か
ら
み
て

も
立
派
な
建
物
で
あ
る
し
、
内
装
も
現
代
的
で
あ

る
。
更
に
こ
こ
数
年
、
北
京
で
は
新
築
、
補
修
さ

れ
た
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
も
増
加
し
た
。
住
宅
に
お
い

て
は
、
私
の
研
究
所
の
多
く
の
同
僚
も
新
居
を
購

入
、
引
っ
越
し
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
が
、
面
積

は
一
五
○
〜
二
五
○
平
方
メ
ー
ト
ル
と
広
く
、
二

階
建
て
も
多
い
。
郊
外
に
さ
ら
に
別
宅
を
購
入
し
、

両
親
や
子
供
と
週
末
を
過
ご
す
者
さ
え
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
中
国
は
住
宅
の
み
な
ら
ず
、
オ
フ

ィ
ス
ビ
ル
で
も
技
術
レ
ベ
ル
の
面
で
、
日
本
と
比

べ
る
と
ま
だ
ま
だ
だ
。

第
一
に
、
中
国
の
建
築
物
の
老
朽
化
は
非
常
に

速
い
。
中
国
で
は
建
物
を
建
て
る
時
、
事
前
に
重

大
な
記
念
日
を
決
め
て
お
い
て
、
そ
の
前
ま
で
に

必
ず
工
事
を
完
了
さ
せ
て
引
き
渡
す
こ
と
が
重
要

視
さ
れ
て
い
る
。「
向
○
○
記
念
日
献
礼
」
と
い

う
旗
が
建
築
工
事
現
場
に
み
ら
れ
る
の
も
そ
の
理

由
だ
。
し
か
し
工
期
に
間
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
不

可
避
な
た
め
、
建
築
の
品
質
に
も
影
響
を
及
ぼ
す

場
合
が
あ
る
。
一
九
九
○
年
に
ア
ジ
ア
体
育
大
会

の
た
め
に
北
京
に
中
国
体
育
博
物
館
が
建
て
ら
れ

た
が
、
完
成
か
ら
一
五
年
し
か
経
っ
て
い
な
い
こ

の
建
物
が
既
に
危
険
な
状
態
に
な
っ
た
こ
と
を
、

中
国
の
関
係
機
関
が
最
近
公
表
し
た
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
中
国
人
は
往
々
に
し
て
、
建
築
外
観

の
豪
華
さ
に
非
常
に
こ
だ
わ
る
た
め
、
建
物
の
細

部
に
は
気
を
つ
か
わ
な
い
の
で
、
そ
の
居
住
者
に

と
っ
て
不
都
合
な
面
を
見
落
と
す
場
合
が
あ
る
。

例
え
ば
水
道
の
蛇
口
か
ら
の
水
漏
れ
や
、
塗
料
の

中
に
有
害
物
質
が
多
く
含
ま
れ
居
住
者
の
身
体
に

悪
影
響
を
及
ぼ
す
な
ど
、
と
い
っ
た
点
だ
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
中
国
の
発
展
は｢

従
無

到
有｣

（
無
い
所
か
ら
有
る
物
を
作
る
）
段
階
で

あ
る
一
方
、
日
本
は｢

従
有
到
好｣

（
有
る
物
を

更
に
よ
く
す
る
）
段
階
と
言
え
よ
う
。
発
展
途
上

国
と
成
熟
し
た
先
進
国
と
の
違
い
が
こ
こ
に
あ
る
。

中
国
の
発
展
も
こ
の
差
を
縮
め
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

（
原
文
日
本
語
／
前
海
外
客
員
研
究
員
）
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